
協議の進め方

学級の集団づくりプログラムの効果に関する調査研究（３年次） 

－対人関係ゲームを用いた学級づくり支援－ 

教員の授業における指導力向上に関する調査研究 

ー校内研修の視点からー 

 富山県総合教育センター 

調査研究事業 研究発表会 
    平成２９年２月２４日（金） 
   午後１時２０分から  

 於 富山県総合教育センター 大研修室382 

学校の教育課題解決のための調査・研究を行っています。 

お申込み・お問合せ 富山県総合教育センター 076-444-6163（企画課）    

 一人一人の生徒が主体的・協働的に学ぶ学習 

 の在り方に関する調査研究  

－ICT活用によるグループ学習の支援－ 

科学情報部 教育研修部 

教育相談部 

13:30～14:15 14:25～15:10 

15:20～16:05 

授業リフレクション
の目的 

プロンプター 
（促進者）の役割 

参加者の役割 

授業リフレクションの手法を学校のニーズ
に応じて校内研修に取り入れる 

プロンプター 授業者 

参加者 

プロンプターが話

しやすい雰囲気を

つくってくれたの

で、素直に自分を

振り返ることがで

きました。 

子供の表情を捉えて

授業をする意識が高

まりました。 

授業者の意図や

思いを引き出す

役割の重要さと

やりがいを感じ

ました。 

授 業 者 の 立 場 に

立って授業を振り

返ることで、見えて

くるものがありまし

た。 

校内研修プログラムを作成、実施し、教員の授業における指導力
の向上について、指導力測定尺度等を用いて解明します。 

近年、教育界をにぎわすキーワード 

センター＋研究協力校(中学校) 

一人一人の生徒が主体的・協働的に学ぶ授業実践事例を作成し 

・ グループ学習を取り入れた授業をする際のポイント 

・ グループ学習を支援するICT活用の場面とその効果     の観点で整理 

当センターの調査では、ALの

形態として、グループ学習を

考えている先生方が多い。し

かし、グループ学習に対して

は効果的に進める上で、多く

の課題を持つ先生が多い。 

全国学力・学習状況調査の

質問紙分析によると ICTを

活用している学校の学力が

高いが、具体的にどのよう

に ICTを活用しているかが

見えてこない。 

これらを先生方

が知ることで 私も授業に取り

入れてみよう！ 

研究協力校のＩＣＴを活用したグループ学習の授業実践事例をもとに、

グループ学習のポイント、グループ学習の支援になるＩＣＴ活用方法を

具体的に紹介します。 

どの学級のどの学級

担任にも取り組める
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学級集団の状況の見立てを

基に、学級ごとの集団づく

りプログラムを構成・実施

できる 

サイクルの各過程に対応した

学級担任用支援ツールを使う

ことで集団づくりが実践できる 

継続的な実践 
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社会環境や生活習慣の変化から、児童生徒が集団と関わることを通して人間関係形成
能力を身に付ける機会が少なくなっています。そのことから、学校において意図的・
計画的な集団づくりに取り組む必要があると考えました。社会的行動を含む遊びや
ゲームを使ったグループアプローチの一手法である対人関係ゲームを用いて、どの学
級のどの学級担任にも取り組める学級の集団づくりの仕組みを開発し、その効果を検
証しました。 

小中高の研究協力校で実践し、効果を検証 

集団づくりの仕組み 


